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おけるオープン・

イノベーション―

世界に貢献できる

人材育成と教育富

国を目指して―」。

教職員や学生が活

発に意見交換し

た。

2008年度中部大学教育活動顕彰
13人が受賞

　2008年度から新たに施行された教育活動顕彰制

度のもと、初めての受賞者13人が決定した。

○教育活動優秀賞：12人（50音順）

今村洋美教授（外国語教室）、蒲生晴明教授（健康

科学教室）、栗濱忠司教授（電子情報工学科）、小

林礼人准教授（理学教室）、佐伯守彦准教授（機械

工学科）、田橋正浩准教授（電気システム工学科）、

堤内 要准教授（応用生物化学科）、永田典子教授

（日本語日本文化学科）、藤吉弘亘准教授（情報工

学科）、松原勝子准教授（英語英米文化学科）、山

下裕丈講師（経営学科）、和田俊夫教授（食品栄養

科学科）

○教育活動特別賞：1人

　伊藤守弘准教授（生命医科学科）

　授賞式は7月30日午後5時10分から大学キャン

パスプラザ3階スチューデントホールで開かれ、山

下興亜学長、伊藤正之教育活動顕彰審査選考委員

会委員長・副学長をはじめ、各学部の関係者ら約

60人が受賞者を祝った。

　授賞式では、山下学長からお祝いと激励のあい

さつがあり、受賞者一人ひとりに記念の楯が授与

された。続いて、中部大学後援会の佐々木次明会

長からお祝いの言葉があり、後援会から受賞者全

員に教育活動振興支援費が贈呈された。

　今回の審査経緯等を記した総評や授賞理由は、大

学教育研究センターホームページで公表している。

第 16 回 FD フォーラム

　7月1日午後5時

から大学521講義

室で、中部大学

FD委員会主催の

第16回FDフォー

ラムを開催した。

テーマは「魅力あ

る授業づくりへの

挑戦―1年目を振り返って―」。

　フォーラムでは2008年度授業評価の結果報告と授

業改善アンケートの事例報告の2つの報告があった。

前者は杉井俊夫教授（大学教育研究センター副セン

ター長・都市建設工学科）による「2008年度授業評価

を終えて」、後者は堤内 要准教授（応用生物化学科）

による「授業改善アンケートとe-ラーニングシステ

ムの利用例―応用生物学部『有機化学』の場合―」。

第3回CEMPシンポジウム開催

　7月11日午後1時30分から三浦幸平メモリアルホー

ルで、国際ESDセンター主催の第3回キャンパス・

エコミュージアムプロジェクト（CEMP）シンポジウ

ムを開催し、学生55人を含む103人が参加した。

　シンポジウムは国際ESDセンター長の稲崎一郎

教授のあいさつで始まり、伊藤康彦教授（生命健康

科学部長・生命医科学科）の司会で進んだ。講師と
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